
「出題の意図」・「解答例」 

選抜区分 ２０２０年度 （選抜区分：一般選抜後期日程） 

経済学部 （科目名：小論文） 

一般後期日程の小論文では、日本財団子どもの貧困対策チーム著『徹底調査 子供の貧困が日

本を滅ぼす 社会的損失 40 兆円の衝撃』から一部を抜粋して課題文としました。この課題文は、

子どもの貧困問題の存在が一般に認知されていないことや、世代を超えて貧困が連鎖するとい

う問題を指摘する箇所です。平易な文章で書かれていますが、著者の主張を構成する論理に気

を配って読解する必要があります。 

 設問 1 および設問 2 は、課題文の内容を十分に理解した上で、制限された字数内で簡潔に要

約する力を試す設問です。課題文の中で展開されている著者の主張の論理を理解することが求

められます。設問 3 は、課題文の内容を踏まえたうえで、自身の考えを文章で論理的に表現す

る力を試す設問です。 

 

 

設問 1 の解答例 

 

 

 この設問に解答するためには、一般にイメージされる貧困が「絶対的」な貧困である点、実

際に起こっているのは「相対的」な貧困であるという点、そして「絶対的」な貧困が日本では

目にされることが少ないという点をおさえなければなりません。 

 

 

 

 

 

 



 

設問 2 の解答例 

 
 

 この設問に解答するためには、著者の主張する以下の 3 つの因果関係をおさえなければなり

ません。①日本では（社会インフラの不足等を理由に）母子家庭の世帯所得は低くなり、母子

世帯は貧困状態に陥りやすい。②所得が低い家庭においては、子どもの教育に十分なお金をか

けられず、結果、世帯所得の差が学力・学歴の差となる。③学力・学歴の差が成人後の所得の

差となる。よって①の因果関係をきっかけに、②と③の因果関係より貧困が世代を超えて連鎖

することを説明する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

設問 3 解答例 

 

 

 この設問に対して適切に論じるためには、筆者が主張する、日本の「貧困の連鎖」のプロセ

スを踏まえ、各因果関係を断ち切るような具体的方策が示すことが必要です。例えば、「貧困の

連鎖」を構成する因果関係の一つである「低所得世帯が低所得になりやすい」に注目するなら

ば、それを防ぐ具体的な方策を提示することが求められます。設問に対して適切に論じられて

いることが重要であり、唯一の正答を求めているわけではありません。自身の考え方を適切に

表現できることが大事です。 

 

 

 

 

 

 


